
  

【
作
者
】
杜 

甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
年
）
、
中
国
盛
唐
の
詩
人
。
字
は
子
美
。
号
は
少
陵
野
老
、
別
号
は
杜
陵
野
老
、
ま
た
は
杜
陵
布
衣
。「
杜
少
陵
」「
杜
工
部
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
律
詩
の
表
現
を
大
成
さ
せ
た
。
李
白
と
並
ぶ
中
国
文
学
史
上
最
高
の
詩
人
と
し
て
、
李
白
の
「
詩
仙
」
に
対
し
て
、「
詩
聖
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
ま
た
晩
唐
期
の
詩
人
・
杜
牧
の
「
小
杜
」
に
対
し
「
老
杜
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

【
通
釈
】
私
は
東
か
ら
千
里
も
遠
く
へ
や
っ
て
き
た
旅
人
と
で
あ
る
。
何
年
た
っ
た
ら
、
兵
乱
が
収
ま
っ
て
帰
れ
る
の
だ
ろ
う
。
成
都
に
来
て
い
た
雁
が
、
高
だ

か
と
今
し
も
北
へ
と
飛
ん
で
ゆ
く
の
を
見
て
、
は
ら
わ
た
も
ち
ぎ
れ
ん
ば
か
り
に
悲
し
い
。 

【
備
考
】
帰
雁 

(
 

春
に
北
へ
帰
る
雁 

)
 

東
来 

(
 

東
か
ら
来
る
こ
と
。
徒
歩
の
郷
里
鞏
県
は
、
成
都
か
ら
み
て
東
で
あ
る 

)
 

乱 
(
 

安
禄
山
と
史
思
明
の
反
乱
、

い
わ
ゆ
る
安
史
の
乱
が
平
定
さ
れ
て
か
ら
も
、
チ
ベ
ッ
ト
軍
の
断
続
的
な
来
攻
が
あ
っ
た 

)
 

江
城 

(
 

成
都
の
こ
と
。
こ
の
詩
を
作
っ
た
と
き
、
杜
甫

は 

五
十
三 

歳
で
、
家
族
と
一
緒
に
成
都
に
澄
ん
で
い
た 

)
 


